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1研 究主題及び基本的な考え方

研究主題 「学んだ ことを生かす力」を育てる指導の工夫

1主 題股定の理 由

平成17年 に文部科学省が実施 した 「義務教育 に関す る意識調査 」の 「総合的な学習 の時間 に

対す る意見」 によると、総合 的な学習の時間について、小学校教員は、「特色ある教育が展 開で

きる」(約74%)、 「児童 に学習す る意欲や表現する力が身に付 く」(約70%)と とらえて いる。

また、小学校 の保護者は 「よい と思 う」(約73%)、 子 どもは 「ふだんで きないことが体験 でき

る」(約78%)と 肯定的 に受 け止 めている。 しかしその一方で、教員は 「教科 との関連が不十分

で学力が身に付かな い」(約55%)「 教科時数が減 り、基礎 的・基本的な内容の学習がお ろそか に

なっている」(約66%)な ど、確 かな学力 を身に付けさせ ることと関連 させて総合的な学習の時

間の在 り方について問題意識を もっていることがわかった。

また、本部会の話 し合 いの中で、「総合 的な学習の時間」 に関 して充実 ・改善を要す ることと

して以下の4点 が意見 として出 された。

・各教科等 との関連 を図 り、既習事項や経験 を生かす力を育て る指導
・課題が多岐にわたる場合の個へ の支援の充実

・主体的に問題解決す る力 を育成す る指導
・ね らいや育てたい力を明確 に した指導

これ らのことか ら、総合 的な学習の時間のね らいを 目指す上で、子 どもが各教科等 で学んだ

ことを自ら有機的に統合させ、生かす 力を育てていくことが課題である ととらえた。

そのために、 自らを振 り返 り、活動の改善 を図った り、軌道修正 をした りしなが ら、 自分の

成長 に役立てていく力を身 に付 け られる指導を重視 したい。 また、一人一人の思 いや考え を大

切に して、考える力を育て るための学習活動の開発や、子 どもの考えをね らいにそって生かす指

導の在 り方を明らかにしたいと考えた。

上記 の考えのもと 「個 に応 じた指 導の一層の充実」という平成17年 度教育研究員共通研究テ

ーマを基調 に 「学んだ ことを生かす力を育てる指導の工夫」を研究主題 とした
。

2研 究主題 にかかわる基本的な考え

(1)学 んだ ことを生かす力について

本部会は、研究主題 にある 「学んだ ことを生かす 力」 を以下のよ うにとらえた。
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(2)学 んだ ことを生かす子 どもの姿

学 んだ ことを生かす子 どもを、下記の図のように、「課題について考 える力(各 教科等のもの

の見方 ・考え方)」 と 「メタ認知 を使い 自分を振 り返 る力」を発揮 して、自分の課題 を解決す る

と、本部会では とらえた。
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総合的に働かせる
題

仮定する 比較す
る

整理分類する
解

課題 につ いて考える力

各教 科 等 で今 まで に 身 に付 けた 、

『ものの見方 ・考 え方』を課題 に対 し

て活用す る力

決

儀

参考文献;「 教育工学辞典」(日 本教育工学会編)2000年

工藤順一 『子どもの「考える力」を伸ばす国語練習帳』(PHP研 究所)2005年

イラス ト;「コマザキ先生のほけんだよ り そのまま使えるカ ット・555」(東山書房)2003年
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3研 究仮説 と検証の視 点

(1)研 究仮説

子 どもの思考がよ りよ く働 くための支援をす ることで、子 どもは、よ り高次な問

題解決のために学んだ ことを有効 に生かすで あろう。

子 どもが主体的 ・創造的 に取 り組む活動 において、有効 な支援 を工夫する ことは、学習課

題や追究方法 をさらに深 く考 え、効果的に課題解決す るよ うになると考 える。そ して、身 に

付けた 「知識 ・技能」に加 え 「もの の見 方 ・考え方」 をも活用す るよ うにな り、その後の活

動において、学んだことを目的 に応 じて生かすよ うになる と考 え、上記の仮説を設定 した。

(2)仮 説検証の視点

視点1課 題について考 える力を育てる支援

視点2メ タ認知 を意識 して 、自己評価力 を育て る支援

① 視点1「 課題 について考 える力を育て る支援」につ いて

考 え る力を明確化 す る。考 える力 を育 て る手法 を取 り入 れた活動 を工夫す る。

ア 情報を整理 ・分類 し、課題 を見 つける活 動(KJ法 的手法な どの活用)

調べてきた ことや考 えてきた ことな ど、様 々な情報 を整理 ・分類す る。

イ 課題 について考えを深め る活 動(KJ法 的手法 ・ウェ ビングマ ップ的手法な どの活用)

課題について様々な角度か ら考 える ことで、自分の考 えに根拠 をもつ。

ウ 考 えを生み出す活動(多 重 円図法な どの活用)

様 々な考えに触れることで、新 しい自分の考 えを生み出す。

② 視点2「 メタ認知 を意識 して、 自己評価 力を育て る支援」 につ いて

自己評価 において、一時間の活動 、または、ひとまとま りの活動の 「意味」を理解する。そ

して、理解 した ことや分か らない ことを 「確認」す る。自己の考 え方 を 「点検」でき、次 の活

動への 「見通 し」が もてるような支援 を工夫す る。(以 下、「意味」「確 認」 「点検」「見通 し」

をメタ認知の4観 点 とす る。)

ア 学習計画を立てる活動

自分の学習を どのように進 めるのか、計画を立て る。課題解決の手順や必要な準備 を具

体的 に考えることで、学習活動 に 「見通 し」を もつ。

イ メタ認知の4観 点 による 自己評価活動の設定

学習 日記や振 り返 りカー ドにメタ認知の4観 点 を取 り入れ、明確 に自分の学習を評価す

る。毎時間 ごとの活動の積み重ね を大切にする。

ウ ポー トフォ リオの活用

学習資料や学習 日記、振 り返 りカー ドなどをファイル し、 自己評価活動の資料 とする。

③ 視点1と 視点2に 共通す る支援につ いて

一人一人、そ して全体へ の 「助言」 を大 切にし、学んでいる ことを共有できる 「場の設定」

を工夫 し、学ぶ意欲が高まる 「資料 ・用具 の準備」を計画的 に行 うことは、よりよく思考が働

く支援 の土台とな ると考えた。思考 を促す 「助言」「場の設定」「資料 ・用具の準備」を視 点1・

視点2に 意図的 に取 り入れ る ことで、支援 の充実を図る。
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4研 究構想図
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5実 態調査

(D調 査の 目的

○ 仮説検証 をするための視点1・ 視点2に 関す る実態 を把握す るため。

○ 授業実践 を通 して 、子 どもの思考がよ りよ く働 くようにな り、よ り高次な問題解決のた

めに学んだ ことを有効 に生かすよ うにな ったかを、明 らか にす るため。

(2)調 査対象及 び調査方法

○ 調査対象校 ・… 小学校14校(本 部会部員所属校)

○ 調査対象学年 … 第3学 年 ～第6学 年

○ 調査対象人数 …525名

(内訳:第3学 年…56名 、第4学 年 …201名 、第5学 年…216名 、第6学 年 …52名)

○ 調査方法調査対象及び調査方法

各部員の担当学年の児童 を対象に、記名式の調査用紙を配布 した。質問項 目は以下の とお

りである。

本調査は、仮 説検証 をす るための視点1・ 視点2の 支援 を実践する前 の事 前調査で あり、

今後、実践後 に事後 調査 を実施 し、子 どもの変容 を把握 し、仮説検証の視点が適切であった

のか を確かめる予定 である。

(3)調 査の内容

項

目

1

① 総合的な学習 の時間で学習 した ことが、各教科で役に立 った ことが ある。

② 各教科で学習 した ことが 、総合的な学習の時間 に役に立 った ことがあ る。

③ 総合的な学習の時間は楽 しみである。

項

目

2

① 学習の計画を自分で考 えることがで きる。

② 調べる方法を自分で見つけることができる。

③ もっ と良 い方 法はないだろうか と、ちが う方法 を考える ことがで きる。

④ 自分のめ あてに どれだけ近づ いているのかがわか る。

⑤ 問題 の予想を立て ることがで きる。

⑥ 理由をつ けて説明す ることができる。

⑦ 資料か ら考える ことができる。

⑧ いろいろな考 えがあることに気付 くことができる。

⑨ 自分の考えをもつ ことができる。

項 目1は 、研究主題である 「学んだことを生かす力」につ いて、①② は学習 した ことを生か

した経験 を、③ は総合的な学習の時間に対する子 どもの意欲 を調べる項 目である。

項 目2の ①～④ は、仮説検証の視点2「 メタ認知を意識 した 自己評価」の実態把握 に関す る

項 目である。

項 目2の ⑤ ～⑨ は、仮説検証の視点1「 課題 につ いて考 える力」の実態把握 に関す る項 目で

ある。
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(4)結 果 と考察
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いる。一方、「総合的な学習の時間で学習 した ことが、各教科で役に立 った ことが ある」ことが

「よくある」 「ある」 と答 えた割合は、約50%と なっている。

この結果か ら、子 どもは学んだ ことを生かす ことが十分でない と考え られ る。総合 的な学習

の時間において、子 どもが学んだ ことを生かせるような授業 をつ くっていく必要がある。

右の調査結果 を見 ると、

「自分の考え をもっ こと

がで きる」 と感 じて いる

子 どもは比較的多 い。 し

か し、「理 由をつけて説明

す ることができる」 とい

う質問に対 して、「よ くで

きる」「で きる」と答えた

自分の考えをもつことができ

る。

21% 30%
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ができる。

39 4%

0よ くできるロできるeあ まりできないロできない 口よくできる 回できる 目あまりできないOで きない

子 どもの割合は、50%を 下回っている。この ことか ら、「様 々な角度か ら検 討を重ねて 自分の

考え に根拠 をもつ」 とい う状態 までには至 っていない と考 え られ る。根拠のある意見 をもつ こ

とによ り、 自分 の考え に自信 をもつ ことができ、学習 をする ことのよさを感 じる ことができる

と考え られる。そ こで、授業 を通 して 「理 由をつ けて説明す る ことがで きる」よ うに工夫 して

いく必要があると考 え られ る。

子 どもたちの学習の進め方 について は、「もっ と良い方 法

はないだ ろうか と、ちが う方法 を考 えることができる」 と

いう質問 に対 して、 「よ くできる」 「で きる」 と答えた子 ど

もの割合は、約50%で あった。 この結果 か ら約半数近 く

の子 どもが、本当にその学習方法でよ いのか ということを

考 えることが難 しい傾向 にある ことがわかる。よ り高次 な

問題解 決のため に、 自分 自身の学習内容 の意味 をつ かみ、

学びの内容 を確認 し、進度 を点検 した上で、さらに学習 を

すすめていく見通 しをもつ ことができる力を身 につ ける必

要が ある と考 える。

もっと良い方 法 はないだろうか と、

ちがう方法 を考えることができる。

8%

37%ノ
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一39%
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ll主 題 に迫るために

1視 点1課 題について考えるカを育てる支 にかかわる具体的な手だて

(1)課 題 を設定するための支援の工夫(手 だて:ウ ェビングマ ップ的手法 を活用 して)

自分の考えや追究 した いことをはっき りさせて、次の活動 の方向性 が見えるよ うにす るた

め にこの手法 を用 いた。

〈例 達人についてのイメージを広げ、課題を設定する〉

「達人」 を中心 に置 き、遠

人 に関 す る イ メー ジ を広

げ る よ うな ワー ク シー ト

(資料 ・用具 の準備)

達 人の00さ んは 、どんな こ

とを言 って いたか な。思 い出

してみ よ う。(助 言タイ プC)

友達 の考 えを参

にす る ことが

で きる よう、

いに見 合 う。(場

の設 定)

纏
鍋

綴

畿
遷

駁

≧

舞

隷 ⑭

友達 の考え と比べて、い

い と こ ろは 参考 に して

みよ う。(助言 タイ プC)

馳i励唖)一 璽 塑

い い考 えが 浮 か ん だ

ね 。さ らに別 の見方 は

ないか な。

(助言 タイ プA)

一人 一 人 が ワー ク

シー トに記 入 す る

ことが で き る時 間

を 位 置 付 け る 。

(場 の設定)

たくさん考 えたね 。

関係 の あ る 言 葉 を

線 で結んで み よう。

(助言 タイプB)

子 ど もの思 考 を促

す助言のタイプ

(1)(2)(3)共 通

(助 言タ イプA)

考えがたくさん浮かび

自分の力で作業が進め

られる子どもへの助言。

(助 言 タイ プB)

考えが浮かんでいるが、

整理がうまくいかない

子どもへの助言。

(助言 タイ プC)

なかなか考えが浮かば

ない子どもへの助言。

(2)考 え を整理するための支援の工夫(手 だて:KJ法 的手法を活用 して)

子 どもが 自分 の考えを書いたカー ドを集めカテ ゴリー ごとに分類す ることで、子 どもか ら

出たた くさんの意見を整理す るための手法。これによ り思いや願 いをもとに、学習の課題 を

明確 にす ることができる。

子 ど もが 自分 の考 え を

書 き込 むた め の 色別 カ

ー ド(資料 ・用具 の準備)

全体 を見 て何 か分 か る

ことはあるか な。

(助言 タイ プA)

蝶

出 し合 ったカ ー ドを見 なが ら、似た

意見 を集 めて みよ う。

(助官 タイ プC)

同 じ考 え の意 見 の集 ま りに名

前 をつ けてみよ う。

(助言 タイ プB)

これ と これ は ど う して違 うの で し ょ

う。(助 言タイ プB)
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(3)考 えを深めるための支援の工夫(手 だて:多 重 円図法を活用 して1)

多重円図法 とは、観点 を設けた三又は四重 円に、子 どもの意見 を書き込みなが ら話 し合 う

ことを通 して、それぞれの考 え を生か した り、新 しい考 えを生み出 した りす ることをね らう

手法である。中心か ら外 に向かって書 いて いくことで、考 えを深める ことができる。

〈例 こんな町にしたいという自分の願いを考える〉

一 つ の図 にそ れぞ れが書 き込

む ことで 、考 え を共有 し、新

し い考 えを生 み 出す こ とが で

きる。(場 の設定)

どの よ う にや さ し いの か を

考 えて 、新 しい願 い を書 こ

っ。(助言タイ プC)

2番 目の 円 に書 いて

ある こと を全 部読 ん

で、どうした らもっ と

い い町 に な るか考 え

よ う。(助言タイ プB)

いくつか の意見 を一緒 に して 、よ りよ い町に

す る ため に は ど う した らい いか考 え て書 こ

っ。(助 言タイ プA)

(4)考 え をまとめるための支援の工夫(手 だて:多 重円図法を渚用 して2)

子 どもの発表を聞きなが ら教師が整理 しなが ら模造紙 に書 き込んでい く。(資料・用具の準備)

発表後 に全体で意見や質問をさせ、情報交換 の時間を設ける。(場 の設定)そ の結果考えが深 ま

り広が る。その後もう一度多重 円の見直 しの時間を設け、書き込 みをさせ ることで 自分たちの

考 えをまとめることができる。

〈例 理想の町づくりプラン〉

今 の発 表で い いな と思 っ た

と ころ とよ くわ か らな か っ

た と こ ろ を 質 問 し て み よ

つ。

(助言 タイプA)

も し も電 車 に 優 先 席

が な か っ た ら と考 え

て 意 見 を言 っ て み よ

つ。

(助言 タイ プC)

発表 グル ープの理想 の町づ くりプラ

ンを見て 、疑 問 に思 った こ とを質 問

してみ よう。(助 言 タイプB)

質問

現実をもとに考えたこと

新たな理想

発表者への質問を促

す助言のタイプ

(助言 タイプA)

意見が出ない子どもへ

の助言。

(助 言タイ プB)

根拠をもたせたい子ど

もへの助言。

(助言 タイプC)

考えを深めさせたい子

どもへの助言。
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2視 点2メ タ認知を意識 して、自己評価力を育てる支援 にかかわる具体的な手だて

◆ 学習計画カー ド(手 だて1)

いつ までに、何を、どのよ うに進め るの

か 、 自分で計画を立てる。 これ によって、

学習 の見通 しが もて、活動の 目的 と内容 と

方法が関連付 けられ る。週単位、月単位な

ど学習 活動の時 間数 に応 じて計 画 を立て

てい く。また、振 り返 りカー ドと併用す る

ことで、学習計画の修正を簡単 に行 うこと

がで きる。

2週 間単位で計画を立てて いる。

月 ごとのカ レンダー を併用 す る こ

とで子 どもに 日程 も意識 させ る こ

とができる。さらに、達成 した計画

についてはチェ ックで きる欄 を設

け把握できるように した。方法 にっ

いて も計画の立てやす さを考慮 し、

具体的な方法 を示 した。

学田欄L年 想 名葭{}

1'肩78{月)】 陰麟う〃絢20日(正ヨ}肇覇禰

力陰 どんなことを し⑰ξら。`;で o

イ ンター

皐ツト

ハ'メ会 杜 ・小一姻 一ゲ看笏(る パソコ}」レ幽ぜ

授 紫

率噺切 パス`・州 砕 ε調 ぺる 裾鶴

7ン ケート 'ぐス・・砺 個 撫M更 彬 ・探 ど

猷 一?ラ スのおん弩

'

〃弓ヌて

9ヨ榊 確

7f一驚ワ→

飼査・実敏

体験話勘

豪麟 ・ 鋤(髄,な ピで'献

の琢 がさいて・蜘 。・施'め る

盈 りで

土曜・・曜

フ{9ルFワづ

イン,ビ」一

ベスの工知 事つ・'て

離こ…費 防 輝 転85ん{・

追9ゼ

ェ晦 お曜

,

瓢

⑭
メール

'ぐ勧 工夫P》 ス初 徳 麗)

パλの薦 史t・4・'て
確に一'ず ス含払

窮 奴'

1ρ岬 杯"

脳

インタビュー

バ スの琢 く'ン武千・ず'輌 ど)

・ぐスの 穐 毅 峯協 魔て

雄に一・バ'ス会私

導権 で

1ρ6暢 釘

愴職の

停ひ弱,

帽巴重ム}

'ぐスのごとで知 て暢 北

識鷺一幽 の撚 爆

3%・

学腔での

体戯屡動

軍いすユーサLの 方の蹟と貿同タイム・・・・・・…

噺 犬ユーサ槻のカの醤と質臼タイム・・… 。・

巳唄1旧{釧

鈎恥5日 纏}

i

〈調べる方法を意識した高学年の例〉

◆ ポー トフォリオ(手 だて2)

学習成果(文 章 ・絵 ・作品 ・調べ学習の情報 メモや新聞の切 り抜 き ・写真等)を 全て フ

ァイ ル したもの。前時までの活動 を簡単 に振 り返 ることがで き、 メタ認知 を高めるための

資料 として活用する。学習活動 の順番 に従 って貼 り重ねて いく方法 とファイル等を利用 し

て保存 していく方法が考 え られる。

〈順番 に従って貼 り重ね る方法〉

毎 回の学習で使用 したワー クシー ト等 を糊付 け して貼 って いく。活動の順序性 を重視 し

なが ら振 り返る ことがで きる。時間数の少ない学習活 動に向いた保存 の仕方である。

〈 ファイル等を利用す る方法〉

フ ァイルの中に全て の学習成果 をためてお く方法。学習後のプ リン ト、資料等 を整理 し

なが ら入れ換 えることで、学習活動 を振 り返るだ けでな く自分の活動 を再構築す ることが

可能で ある。特 に、集 めた資料 を取捨選択する時 に有効で あ り次への課題 を明確 にす るこ

とがで きる。また、学習活 動終 了時 には貼 り合わせて学習成果 として1冊 にまとめる こと

もできる。比較的時間数の多い学習活動や高学年向きの保存の仕方である。
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◆ 学習 日記

(手 だて3)

学習 後 に記入 す

る。継続 して、 自

己 の評価 の意義や

内容 を文 章で説明

す る こ と に よ っ

て、 自己 を的確 に

評 価で き る力 を高

める。

毎 時 間書かせ る

もの と単元 の区切

りで書 かせ るもの

が考 え られる。

◆ 振 り返 りカー ド(手 だて4)

毎 時間または活動のま とま りごとに、以下 の4点 に基づ いて記入

す る。 これ らメタ認知の4観 点を振 り返 る ことで、子 どもたち は活

動全体 の意味を確認 し軌道修 正をす る。 このような振 り返 りカー ド

を用 いて 自己評価 を継続 して行 うことで、 自己を的確に評価でき る

力 を高める ことが できる。また、カー ドの内容や記入の分量等 につ

いては、発達段階に応 じて工夫す る とよい。

～学習 の振 り返 りをす るための4観 点～

意味 … 何のため に、何 を しよ うとして いるのか。

確 認 … どこまで分か って、何が分か らないのか。

点検 … 自分の学習方法 は効果的か。

見通 し ・・何 をどのよ うに考 え、 どう進めて いくのか。

〈メタ認知の4観 点 を意識 した振 り返 りカー ドの例〉

[高学年の振 り返 りカー ドの例]

項 目ごとに記入 させる。観点 は4観 点 に

基づいて いるが、さ らに細 か く項 目分けを

している。観点の内容 を具体 的に示す こと

で、メタ認知 の能 力が高まる。

学習8紐A臼 単 繕 轟●亀{ }

1
睾

今口の学闘壱ありか丸り塞しなう.

今8の

琶箇

1今日櫨.ど んなことo撃翼した炉塗2

欄 聯 で伽 ゼ調 雌 二と醗 法偽

峯篠 i奇日の亭鷺Oめ δて砥.何 瑠,急 の参摩」

齢 ず5」・、今羊で調 べ健 ご`・り・・τ舜 鍛 し殆

i叩

…

「今りの糟 で、どらなことが分勅 たか鵡

おん・砂 らの 贋 朗 さ蘭 弓てエく鋼 ぺ{い ず∫・・

ヒいう所 がf・くさ'ゆ 乖,

鍾9

穿

》

州「
今eg〕学隈 、どんな=と が分からなオ・うたかなホ!

特`、f」し1

臨
嘱

吟 日Φ囎o力 接に.う 匪くいっ塵かな」

円 ゲ卸 εう3く イ重,磁 すごとのくて告 祉。

1チ ニ,〃

;偵 ・・
!

ト

"

1も弓とう聖くLLく力蹟膣.轄 か壕えら"匙 かな1

何 ガε糊 轟;イ朔柔倒 靹 娘 づ'・「二と悠 う,

i違鶴

;… 講 鷲耀 　 _ゴ
見通し 「次の噂概}3、どんなことにチ雫レンジしたいかな」

駆鍋 齢 噛 ㌔悌 駈 翻 誹 レ・調 焔 。
嘲

見置し 吟巨,ど傭 こと瀞 やレジソレ℃弔癌離瞭な`纐 伽 カー段臥 しよ5

仁 ヲごレ や マ ・咋斗 鰻 。て3彫 、・.

[中学年の振 り返 りカー ドの例]

4観 点 の うち、「意味」について はあ

らか じめ記入 して ある。他の3観 点につ

いては、子 どもにわか りやすい言葉で示

している。

測 卿 号itKLrM・tg.a.!ua講muN-__一__

z人=・e"Lい 町燭 勘 鯉r繍me弼.繊

ノ/ノ

ノノ!ゆロむむ ヶあぞ　でだどのよ きに ししニやさちいまバ を
ノ

彰紬 嶺 ・顯 粍 謎,匹 ＼ 、
一__ふ

1口 強眠

〆跡戴 ≧ ＼ 海 ら帆 こ ㌔

欝瑚1繊剥
=㌃ 鷹蜘

!r,蝋 、之 一一"、 ＼6慕 熱 、、 獣

い醐 ろttいtkS一 癒k翰 ひ曝,ζ 一1^固eew

た=ヒ.少 し費 な壱㍉配 と.
1か らめ塗シ 峯tf

酵禽 鐙ノ鵬 ジ
;・s.8盛

ゑドゆ ジをじお　ミやリヌすか マ

簸隙 職 黎叢;〕
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Il置 実践 事例

1事 例1学 習過程 「つかむ」における実践例

単元名 「めざせ 璽その道の達人」(第5学 年)

(1)単 元 につ いて

子 どもが、「こんな達人にな りた い」という思いや願 いをもって、深 く調べた り、実際に活動

した りす る単元である。その活動 を通 して、自己を見 つめ直 し、 よ りよい自分に近づいて いこ

うとす る気持ちを育て る。

毎年、 同単元の学習後に学習発表会が行われているため、子 どもは先輩が選択 した課題 につ

いて学 んで いる。そ こで、単元 の初め に 「達人」について のイ メー ジを出 し合 う際、過去の学

習発表会 の様子や身近 にいる達 人につ いて考 えることで、 これか ら学習 して いくことに見通 し

を もつ ことができるもの と考 える。 また、実際に学校や地域 の方 の達人技を見せていただ くこ

とで、諦 めない気持ちや楽 しむ気持 ちを理解 して学習 を進 めて いけるもの と期待できる。学習

発表 会に向けての取 り組みを通 して 、追究 してみた い課題 とじっ くり向き合 い、学習計画 を立

てなが ら計画的に取 り組み、その中で、 自己を見つめ る力、根気 強 く取 り組む力、よ りよい自

分 に近づ こうと努力す る力をつ けてい く子 どもの姿が期待 できる。

(2)単 元のね らい

① 自分で考えたことを大切 に し、思いや願いを実現 しよ うとす る中で、今の 自分 を見つめ

直 し、よ りよい 自分 に近 づ こうとする気持ちを育てる。

② 活動計画 を立て計画 に沿 って活動をす ることで、見 通 しを もって課題を追究 して いく力

をつける。

③ 調べた ことや考えた ことを相手 に分か りやす く効果 的に伝 える力をつける。

④ これ までの学習 を振 り返 り、自己の生き方を考える ことができるよ うにする。

(3)評 価規準*観 点は、本実践 を行 った学校のもの

観点 繍 具体的な子どもの姿

かかわり

人や社会、自然などの ・学習に取り組む姿勢や内容について、 ・中間発表会を開き、友達はどんな達人を目指している

よさに目餉 け、進ん 友達の活動のいいところを見つけ伝え のかを知りよいところを見つけで伝え合う。

でそれらにかかわう るとともに、自分の活動と比べよさを ・友達の発表内容と自分の活動内容を比べ、よいところ

うとする。 取り入れている。 は取り入れながら学習計画の修正を行う。

こだわり

切実な願いをもち、そ ・課題を解決するために、自分なりのゴ ・達人になるために知っておくべき情報について考え、

の実現に向けて、粘り 一ルを殼定し、課題の解決方法につい 人に聞いたり資料を集めたりする。また、広く知識を

強く取り組もうとす てじっくり考え、目標の実現に向かっ で駅 それについて深く考え、必要な情報をメモにまと

る 。 て具体的に取り組んでいる。 め る。

がんばり

自分や学校生活の向 ・課題を解決するためにやるべきことを ・どんな達人になりたいのかをはっきりさせた後、どの

上に向げζ願いをも 考え、見通しをもって計画を立でてい ようにしたら目標を達成することができるかを考え、

ち、計画的に活動し実 る。 学 。面 こ整理する。

現しようとする。
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(4)指 導 ・評価 計画(全14時 間)

学
習
過
程

つ

か

む

3

追

究

す

る

8

広

げ

る

3

学習活動

・達人の技を見たり話を聞い

たりして学習の見通しをも

つ

・冨霜姥韻定するために 達

人のイメ→ 姥広げる
㈱=ゴ シック体で蜘

・調べる方法や学習の進め方

を考え計画表にまとめる

・達人になるために必要な唐

報を集める
・技を磨く

・中間発表会に向けて練習を

する

・中間発表会でお互いの達人

ぶりを見合う

・学習発表会で発表し合う

・単元を振り返る

○子どもの活動 倶体的な手だて)
・子どもの愚考

01睡=つ いて考える力が育つ活動

(ワークシー トの活用)
・思う、感じる
・全体を見て考える

○ 自己評価力力管 つ活動

鮮習日記の活用)
・これから学習することについての見通しをも

つ

○ 新しい考えを生み出媚 動

(ウェビングマツブ的手激 嗣
・ひらめく ・思う、醸じる
・例える

・冒いかえる ・友達の考えと比鮫する
・言葉のとらえ方の違いを知る

O課 題について考えを深める活動

鵬 定ワークシートの活用)
・全体を見る ・疑問をもつ

・整理翁類する

○ 自己評価力が育つ活動

《学習計画表作りの活用)
・何をいっまでにどのように行うか見通しをも

つ

　 コ
○ 「冒=つ いて考えを,「㍉る,,「

(ワークシートの活用)
・疑問にもつ

・仮定する

・言いかえる

・例える

・整理分類する

○ 自iヨ評価力が育り活動

鮮習日記の翻
・わかっていること、わからないことを知る
・学習方法を確認する

○ 課題について考える活動

(発表の見方ワークシートの活用)
・友達の発表と比較する ・全体を見る

○ 課題について考えを深める活動
(ワークシートの活用)
・友達の発表と比鮫する

・全体を見る

○ 自己評価力が育つ活動

(振り返りカード及びポートフォリオ(糊
・何のために、何をしようとしていたのかを振

り返る
・どこまでわかって、何がわからなかったのか

を確認する
・自分の学習方法は効果的だったかを振り返る

・新たな課題に気付き、

見通しをもつ

評 価

・発言や表情i、学習日言己から、学,■

素材と進んでかかわろうとしてい

るかを把握する

・発昌やワークシートから、イメー

ジを広げているかどうか把握す

る
・課畷 定ワークシートから もっ

と囲べて融たいことを整理し、理

由をつけて課題を設定すること

ができているかどうかを把握す

る

・学習諦画俵から、課題と追究方法

が的確な計画を作成しているかを

把屋する

・1韻D様子から計画表に沿って必

要な情報を集めているかを把膣す

る
・ワークシートから、技を磨1くだけ

でなく、課題を解決するために見

通しをもっているかを把握する

・活動の様子から、自分の考えを意

欲的に発表しているかを把握する

・発麦の様子から、調べたことをわ

かりやすく説明しようとしている

かを把膨 「る

・振り返りカードから、単元を通し

て学習してきたことや、身につい

たカを具体的に振り返っているか

を把握する
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(5)実 践例 学習段階 「つかむ」(45分 授業)

本実践 では、ウェ ビングマ ップ的手法 を用いて達人のイ メー ジを広 げ、 自分が取 り組 みた い

課題 にっいて思 いや願 いをもて るようにした。「達人」と聞 いて思いつ く言葉 をワークシー トに

書 き出 し、関連する言葉 同士 を線でつな ぐ。 こうす ることで、頭の中にあるイ メージを具体的

に表 した状態にな り、 自分が何 に興 味があ り、何をした いのかがわかって くる。そ して これが

課題 を設定する際の思考 の手助 けとなる。

新しい考えを生み出す活動

① ウェ ビングマ ップに記入する。(10分)● ひらめく偲弧感じる・鄙甑 る

普段テ レビ等で 目に して いる達人の様子や、前時の達人の話か

ら、イ メージを膨 らませて記入 してい く。

なか なかイ メー ジが わかず に ワー クシー トへ の記入 がで きず

にい る子 どもには、前年度 までの学習発表会の発表の様子 を思 い

出す ように助言す る。

②友達が考えた 「達人」 について知 る。(5分)

友 達が どんなイ メー ジ をもって いるのか を

知 り自分の考 えと比べ る ことで、新たなイメー

ジがわいて くる。

机 の上に置 いて あるウ ェビ ングマ ップを 自

由に見て歩 くことで、た くさんの友達 の考 えを

知 ることができるようにす る。(こ の後、さ ら

に自分のシー トに書 き加える時間をとる。)

③追究 したい課題を考 え、 ワー クシー トに記入する。

(15分)

「達 人マ ップ」 を見 なが ら考 え ま しょう。

1.も っ と詳 しく調べ られ そ うな ことを書

きま しょう。

1
2.ど んな達 人にな りたいか な。

※詳 し く調 べ てみ た い こと を一 つ選 ん で

み よ う。一=]
3.そ の達人にな ろう と思 った理 由を書 き

ま しょう。一 コ

課 題 につ いて考え を深め る活動
・全体 を見る ・疑問をもつ ・整理分類する

書 き込んだウェ ビングマ ップ全体 を見 なが ら、 もっ と

調べてみた い ことや疑 問に思って いる ことについて ワー

クシー トに記入 して いく。

前年度 までの学習発表会 でのイ メージが強 く、や りた

いことが決 まって いる子 どももいるので、なぜその課題

を追究 して いこうと思 って いるのか、具体的 に理由 を書

くよ うにす る。
サッカーの達人というの

どうしてその達人にな まどんな達人なの?

※教師の助 言に よって、課題 につ いて

深 く考 え られ るようにす る。
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④ 本時の学習 を振 り返 る。(10分)

「達人」という言葉 のイ メー ジを膨 らませ ることが できた 〉 動 を振 り返 る。その後、

今後の学習の見通 しを考 え、学習 日記に記入する。

(A児 の例)

日付 活動内容 活動のふ り返 り 今後の見通し

9'30 達人の お話 を聞く。 好 きな もの だ った らざせ つ しな いで 達人 にな れ る

こ とが分 か った。

私 も本 当 に大 好 き な も の を

見つ けて達 人にな りたい。

10/3 イ メー ジ を広 げる。

課題 を決める。

自分の個 性の あるテー マが できた のでよ かった 。 海 外 選手 の テ クニ ック に つ

いて知 りた い。

「学習の振 り返 りをす るた めの4つ の観点」の うち2つ を示 した。

・自分の課題 を決め られ たか。(点 検)

・これか ら学習 してい くこ とへの見通 しが もてたか。(見 通 し)

〈助言計画表〉

前時(達 人の話 を聞 く)の 学習 日記をもとに して、個 々の助言計画表 を作成 した。

これか らの見通 しをもつ ことがで きて いる子 どもと、まだイメー ジが十分でない子 どもに

対す る助言 を計画 した。(実 際 には、数名に絞って助言 を行 った。)

9/30(金) ウェピングマップを記入する時の支援

達人のお話を闇く

■

◎や りたいことが はっきりしている子へ の助言

※具体 的なイメー ジを引き出すため の助 言活動のふり返り1見 通し

B児
障子 はりや歌や畳職人などの こと

がわ かった。

これらのことを参考にできそう。 ※障子はりをするための道具にはどんな物が

あった?

C児
努力をすれ ば何でもできる(自分を

信じて)ことがわかった。

サッカーという課題に向けて鯛

べて進めていきたい。

■

@サ ッカーの何 について知 りたいの?

前時の学習 をもとに自分 のや りたいことのイメー ジがわ いている子 には、さらに詳 しく

知 りたいことを考 えるよ う促す。学習 していくことはわか って いるが、 自分のや りたい こ

との具体なイメージがわ いて いない子 には、具体的な場面 を思 い出すよ うな助言を行 う。

〈 考 察 〉

○ ウェ ビングマ ップ的手法の活用の成果

・ 課題 を見つけるためにウェ ビングマ ップを作 って いるのだ、ということを子 ども自身

が意識をしていると、見通 しをもって学習を進め ることができる。

・ ウェビングマップを使 う時期が大切である。子 どもの 中にイメー ジが出来上が ってい

ない単元の導入時に使 うことで 、自分の思いや願 いがマ ップに反映されてい く。

・ ウェビングマ ップの書き方やイ メージの広 げ方 を学び、他の単元な どで も繰 り返 し活

用 していくことで、新 しい考 えを生み出す ことがで きるよ うになっていく。

○ 課題の設定 について

・ ウェ ビングマ ップに思 いや願 い を十分 に出 し切れ た段階で課題 を設定 して い くこと

が好 ましい。

・ イ メージを出 し合った後す ぐに課題 を決め るので はな く、再度 課題 を設定す る時間を

とった方が、や りたい課題が はっき りす る。
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2事 例2学 習過程 「追究する」における実践例

単元名 「手と手をつなごう～rみ んなで生きる町』 について考えよう～」(第6学 年)

(1)単 元 について

すべての人たちにとって暮 らしやすい町のデザイン(ユ ニバーサルデザイン)の 視点のもと、「み

んなで生きる町」の理想とはどんなものかを、現実 との対比か ら考えていく。そのことを通 し、自

分の考 えを深めた り、他者への理解を深めたりする態度 を育て、また、繰 り返し自己の活動を振 り

返ることで、新たな自分に気付く態度を育てていくことを目指す単元である。

本単元の学習では、現実を見つめるために、フィール ドワーク ・体験活動 ・ゲス トティーチャー

を招 く ・インタビュー活動等 を行うことに力を入れ、学習を展開する。また、自分の活動を計画し

た り、振 り返った りすることができるカー ドを作成し、学んだ ことを生かせるような指導 ・支援を

積み重ねていく。この単元における学習活動を生かして、多 くの人と支え合いながら生きていくこ

とを大切にし、そのための自己の生き方 を見つめなおす姿が期待できる。

(2)単 元のね らい

① 自分の課題を見いだし、自分で立てた学習計画のもと、これまで学んできたことを生かしな

がら進んで調べ、工夫してまとめたり、分かりやす く発表 した りする力を育てる。

② 自分の学習課題を追究する中で、「みんなで生きる」という視点のもと、「理想 とする町」と

はどういうものかを、自分な りに根拠 をもって考える力を育てる。

③ 様々な立場の人との交流を通 して、自分とは違 う考えをもつ人たちのことを認めようとす る

態度を育てるとともに、さらに自分の考えを深めていこうとする態度を育てる。

④ 「生きる」ことの素晴らしさに気付 くとともに、新 しい自分を築 こうとする心情を育てる。

(3)評 価規準*観 点は、本実践を行 った学校のもの

観点 評価規準 具体的な子どもの姿

課題設定能力 ・フィー ル ドワー クや 体験 活動 か ら、自分 ・ユニバーサルデザインの視点から考えた理

身の回 りの ことに 目を向 たちが生活する○○市に目を向け、そこか 想の町と、フィール ドワーク等で感じた現実

け、自分の興味関心をもと ら自分の興味関心に基づいた課題 にっい の町との対比から駅前の信号に興味をもち課
に課題を設定することが て考えている。 題 とす る。

できる

課題解決能力 ・これまで学んできた知識 ・技能や、もの ・インタビューの方法を思い出し、課題解決

課題解決への見通しをも の見方 ・考え方をもとに、課題解決に生か のための情報を集めるため、◇◇通 りのいろ

って、適切な方法を選んで して いる。 い うな 店 で 、 目的 を もち、 イ ンタ ビュー 活 動

活動することができる。 をす る 。

学び方 ・考え方
・これまで学んできた知識 ・技能や、もの ・中間発表会で、今まで進めてきた調べ方だ冒

情報の集め方 ・調べ方 ・ま の見 方 ・考 え方 を も とに、課 題 につ いて 、 けでは理想とする町プラン作りには至 らない

とめ方発表の仕方などの 分かりやすく伝えている。 ことを知 り、他の班で行っていた方法を聞き、
方法を身につけ,活 用す る 今後どのように進めていくかについてグルー
ことができる プで話し合う。

学習への主体的・鰻 的雄渡 ・自分が決めた課題について、興味関心を ・学校で調べている資料だけでなく、放課後

自分の興味関心を持続さ 持続させ、活動を絶えず振り返りながら、 に調 べ て い る もの も含 めて 、 ポー トフ ォ リオ

せ、課題解決を目指して進 積極的に課題解決のために行動している。 に情報を蓄積 している。
んで取 り組もうとする。

自己の生き方 ・今まで学習してきたことから、自分の考 ・今まで調べてきたことから、よりよい○○

身につけた知識や技能、考 えをもとに、町を大事にしていこうと考え 市にするために、自分なりのプランを立て、
え方を自分の生活に生か て いる 。 ボランティア活動など自分のできることから
そうとする。 実践する。
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(4)指 導 ・評価計画(全40時 間)

学 ○子どもの活動(具体的な手立て)
習過

程

学習活動 ・子どもの思考 評 価

・ウェ ビングマ ップ的 手法 を用 い 、 ○新しい考えを生み出す活動 ・学習への取組み状況から、興味 ・

理想とする町について考える (ウェビングマップ的手法) 関心をもって、自主的に学習 し
・ひ らめ く ようとしているかを把握する

・「ユ ニバ ーサ ル デザ イ ン」の視 点 ○課題を見つける活動

つ
の も と、 フ ィー ル ドワー ク を行 (KJ法 的手法)

う ・整理分類する

か ・工夫点、改善点を見つけ、分類

む
する

・車いす体験やアイマスク体験を

する
・これから調べたい課題を見つけ ○課題を見つける活動 ・ワー ク シー トに記 入 した 内容 か

11 る (ワー ク シー ト) ら、適切な学習課題を設定 して
・第一次理想の町プランを立てる ・思 う、感 じる いるかを把握する
・班を決め活動計画を立てる ○自己評価力が育つ活動

(ワー クシー ト)
・意 味 ・確 認 ・点検 ・見 通 し

・フィー ル ドワー ク を行 い、各 自の ○課題について考えを深める活動 ・調べ学習をしている様子から、

課題に関する事柄について調べ (ワ ー ク シー ト) 学習の意味を押さえて調べてい
る ・言 いか える ・た とえ る るかを把握する

・イ ンター ネ ッ ト等 を利 用 し、調 ・整理分類する ・ワー ク シー トに記 入 した 内容 か

べ活動をする ・比 較 す る ・思 う 、感 じる ら、子どもが学習課題について
・課外時間に各自で調査する ・仮定する 考えを深めているかを把握する

・疑問をもつ ・逆 にして考える

・思 い込みに気付く

追

●

・中間発表を行う

(本時=ゴ シック体で表示)

O課 題について考えを深める活動
(中閲発表における質問タイムの設定1

・質問内容から課題について考え

ているかを把握する
究 ・比較する ・疑問をもつ ・話し合いの発言内容から、新た

す
・逆にして考える

0新 しい考えを生み出す活動
な考えを出し.今 後の方策を考
えているかを把握する

る (多量円図法)・ ひらめく ・カー ドに記λした内容から.メ

O自 己評価力が育つ活勤 タ認知の4観 点を押さえている
(ワー ク シー ト) かを把握する

23
・意 味 ・確 麗 ・点 検 ・見通 し

・車いすユーザーや盲導犬ユーザ ○課題について考えを深める活動 ・調べ学習をしている様子から、
一の方の話を聞く (ワー クシー ト) 学習の意味を押さえて調べてい

・第二次理想の町プランについて ・言 いか え る ・た と える るかを把握する

考える ・整理分類する ・ワー ク シー トに 記入 した 内 容 か

・イ ンタ ーネ ッ ト等 を利 用 し、 調 ・比較 す る ・思 う、 感 じる ら、子どもが学習課題について
べ活動をする ・仮定する 考えを深めているかを把握する

・課外時間に各自で調査する ・疑 問 をもつ ・逆 に して 考 え る

・思い込みに気付く

・調 べ た こ とや 、 「暮 らしと政 治 が ○新しい考えを生み出す活動 ・話し合いの発言内容から、考え

かかわること」をもとに第三次 (ウェビングマップ的手法) をまとめたり、新たな発想を述

理想の町プランをクラス全体で ・ひ らめ く べたりしているかを把握する

広 考える

げ ・外部の方を招き理想の町プラン ○課題について考えを深める活動 ・ワー ク シー トに 記入 した 内 容 か

る
を伝える

・改めて理想の町について、そ し
(ワー クシー ト)
・思 う、感 じる

ら、今まで学習してきたことを

振 り返りながら学習課題につい
て自分がどうかかわっていきた ○自己評価力が育つ活動 て考えているかを把握する
いかについてまとめる (ワー クシー ト) ・ワー ク シー トの 「か か わ っ て い

6 きたいことについて」の記入か

ら、学習して学んできたことの

思いを把握する
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(5)実 践例 学習過程 「追究する」:中 間発表を行い、そ こか ら新たな課題を見つける

本時では以下の活動を設定する。

①前時までの活動の中で調べてきたことを中間発表する活動

②発表に対して質問をしたり答えた りする活動

③次の活動をグループで話 し合っていく活動

④ 自己の活動を振 り返 り、次の活動に生かす活動

なお、 この授業に対 し、以下の準備を行 う。

・質問を促すための助言計画

・話 し合い活動のもとになるような板書計画 を立てる

板書については、「課題、理想、現実、考え、質問」と順を追って考えていくことができるよ

うな多重円の図にまとめていく手法をとる。

・学習計画カー ド・振り返りカー ドの用意

以上を踏まえ、本実践を行 った。

① 前時までの活動の中で調べてきたことを中間発表する活動

(主要な発問〉

医 表者は棚 のある考えを伝えましょう・聞く人は根拠や考えに対 し質問や提案をしましょう.

ア 中間発表のね らい

中間発表のね らいは、自分たちの調べていることをより確かなものにしていくことにある。そのた

めに、自分たちが調べ活動をしてきた中か ら、特 に何 を伝えたいかについて焦点化することとした。

また、自分たちが、どのような事実から、どのような考えをもつようになったのかについて、根拠を

明確 にす ることが大切であると考えた。

イ 中間発表の方法

まず、グループで考える理想の町プランを掲示 して説明する。次 に、調べた現実を掲示しなが ら説

明する。最後にそれ らのことか ら考えたことをみんなに伝えるように話す。このような流れで、一人

1分 程度で説明できる内容に止めるよう、内容を焦点化することとした。

その際、発表者は、根拠を明らかにしなが ら説明を行 うことをめあてとした。そのことで、その後

の質問タイムの際に質問が出やす くなり、発表者が、今まで気が付かなかったことを、新たな課題 と

してつかむ ことができると考えた。

ウ 教師の支援

教師は、子 どもたちが中間発表をしている際に、

左図にあるような、多重円の図に、発表内容(要

点のみ)を 整理 した。

この記録は、模造紙などに残すことが望ましい。

こうした記録を残す ことで、いつでも自分たちの

中間発表 を振 り返ることができ、ゲス トティーチ

ャーへの質問を考える際にも、この図を見ること

で、新たな思考が生まれてくると考えた。

[教師が、子 どもたちの発表内容を整理するr多 重円図法』]
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② 発表に対 して質問をした り答えたりする活動

この中間発表では、単に自分たちの発表を行 うことだけではなく、質問タイムにも重点を置いて

いる。それは、他の班のメンバーによる、自分たちが今 まで気が付かなかった 「視点」や 「ものの

見方」について指摘されることで、新たな課題が生まれて くるからである。このことによ り、自分

たちは次に何をしていくべきか考えていく材料となると考えた。

なお、質問タイムが活性化するために、助言計画を立てた。

「気が付いたことか ら質問しよう」「分か らなかったことか ら聞いてみよう」といったAタ イプ、

「なぜだろう、を見つけて質問しよう」「説明 したことの理 由を聞 こう」というBタ イプ、「いろい

ろな立場か ら意見を言ってみよう」「逆の考えについて考え、そのことを聞いてみよう」というC

タイプと、子ども達の話 し合いの状況によ り、教師側が子どもたちの新たな思考を促すような助言

を行うことで、ね らいに近づくようにした。

③ 次の活動をグループで話し合っていく活動

質問タイムで出たことをもとに、これか らどのような課題解決を行っていったらよいかを考える

活動である。教師が記録として残 した多重円図をもとに話 し合いを進め、必要に応 じて、図に自分

たちの新たな考えや計画を付け足 していく。このことが子 どもたちの課題に対する考えをまとめ、

より深めていくことにつながっていくと考える。

④ 自己の活動を振 り返 り、次の活動に生かす活動

学習日記 ・学習計画カー ドを並列 し、ポー トフォリオ的に、学習してきた順に積み重ね、いつで

も自分の活動を振 り返ることができるようにした。本実践 において も、3分 間程度の時間をとり、

各自が自分自身で学習を振 り返ることとしている。

その際 「意味」「確認」「点検」「見通 し」の4観 点に即 してカー ドに記入することで、自己評価

力を育てることをね らいとした。このように、子 どもたちが自己の活動 を振 り返る活動を繰 り返し

行 うことで、自己評価力を向上させていくことにつながると考えた。

〈 考 察 〉

○ 課題について考えを深める活動について

質問タイムの際に、教師の働きかけによ り、「なぜだろう」 「その基準は何と比べてなのか」

「具体的に言 うとどういうことか」など、『ものの見方 ・考え方』を意識させた質問が出る こ

とで、課題についてより深 く考える場面が見 られた。

○ 新しい考えを生み出す活動について

教師が記録する多重円図法を用いることで、記録 として残るだけでな く、振 り返 りの資料 と

して役立ち、また、自分たちの新たな思考を促すことに役立った。

○ 自己評価が育つ活動について

継続 して学習日記を書くことで、最初の頃は何を書 くのか迷っているなど、書くだけでかな

りの時間がかかっていた子どもが、短時間で書くことができる様子が見 られた。さらに、振 り

返 りなが ら、「この方法が使えるのでは」などと、今 まで に学んだことを、活動の中で生かそ

うとする姿勢や言動が見 られるようになってきた。

○ 今後工夫すべき点について

学習カー ドの項 目の精選や、多重円図を読み取る時間などに考慮する必要があった。

19



3事 例3学 習過程 「広げる」における実践例

単元名 「人 にや さしい私たちの町」(第4学 年)

(D単 元 について

本単元では、地域の様 々な 「人 にや さしい」施設 ・設備 の調べ学習や、障害 のある方 との交

流学習 を行 う。その中で、他の人の気持ちを感 じ、誰 でも気持ちよ く生活できるようにするた

めにはどうした らよいかを考えよ うとする、心豊かな子 どもの育成を 目指す 。

本単元の学習では、今 まで に学んだ 「課題 についての考 え方」 とそれ らを引き出す活動、実

地調査、障害のある方 との交流活動、そ して、「人 にや さ しい町」の実現のために、自分が何 を

す るか考え実践す る。 これ らの学習活動の中で、学んだ ことを生か して、 自分の課題 をよ り深

く吟味 し効果的に解決 しようとす る子 どもの姿が期待 できる。 また、 この単元 の学習 を生か し

て、「や さしい」とはどういうことなのか を自分な りに考 え、優 しい気持 ちで過 ごそ うとする心

情 をもつ子 どもの姿が期待で きる。

(2)単 元のね らい

① これ まで学 んで きた ことをもとに して、学習課題 を見 つけ、簡単な学習計画 を立て計画

に沿 って調べ、 自分な りにまとめ、わか りやす く発表す る力 を育てる。

② 「や さしい」 とはどういうことなのか 自分な りに考 え、人の優 しさに気付 くことがで き

るようにする。

③ これ までに学んだ ことを生か して、 自分は周囲か ら優 しくされている ことを実感 し、誰

で も気持ちよ く生活できるように、周囲 に対 して優 しくしようとする心情 を養 う。

④ 障害 のある方 との交流 を通 して、誰 とでも差別や偏見な く接 しようとす る態度 を育て る。

(3)評 価規準*観 点は、本実践 を行 った学校 のもの

観点 響 具体的な子どもの姿

騙 ・これまで学んできた知識 ・技能 ・自分の経験をもとに 「やさしい」という言葉の意味を考え 「人

課題をっかみ、追究 や見方 ・考え方をもとにして、 にやさしい私たちの田nとはどんな町なのカ＼施設 ・設備や自

し、調べたことをま 自分の学習状況を振り返りな 然環境の面から考える。

とめ発表し、自己評 がら学習課題をつかみ追究し、 ・これまでの学習を思い出したり、実際に見学したりして、学校

価する。 調べたことをまとめている。 周囲の環境がどのように人にやさしい力糠々な観点から考え

て、具体的に一つ学習課題として選ぶ
・分かったことを確認したり、うまくいかないところを修正した

りして、学習課題を追究し、調べたことをまとめる。

対人関係力 ・話を聞いたり課題を調べたりし ・学1交や地域の人々から話を聞いたり、障害の擬似体験をしたり

柑手の立場を理解 ながら、他の人の気持ちを考え しながら、自分の課題を調べ、身の回りの様々な人々の気侍ち

して、相手に働きか 優しさに気付いている。 を考え、優しさに気付く。

ける。

鋤 ・調べたことをわかりやすく他の ・調べたことを、新聞やパンフレット、クイズ形式など自分なり

人とかかわり、自分 人に発表している。 に工夫してまとめ、相手にわかりやすいように発表する。

の考えを伝える。騰 ・自分が優しくされ ていることを ・今までに学習したことをもとに、自分たちにも実現可能な 「人

身に付けたことを、 実感し、誰でも気時ちよく生活 にやさしい私たちの町】を具醐 こ考え、ボランティア活動な

日常生活に生が凱 できるようにするために、今ま ど自分のできることから実践する。

での学習を生かして、周囲に対 ・今までの学習を振り返り、自分は周囲から優しくしてもらって

して優しくしようと考えてい いることを実感し、周囲に対して優しくしようと考える。

る 。
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(4)指 導 ・評価 計画(第3小 単元 「町 にある人にや さしい施設 ・設備」23時 間/全70時 間)

毒 轍 ○子どもの活動(賄 的な手だて)
・子どもの愚考 評 価

・みんなで学習計画を考え、作 ○自己評価力が育づ活動 ・学習課題をつかむ姿から、適切な学

成する (掲示用学習計画の作成) 習課題を設定しているかを把握する
・見通しをもっ

・学習課題を決める C課 題を見つける活動

(KJ法 的手法の活用)

つ ・整理分類する

か ・自分の学習課題がどのように ○課題について考えを深める活 ・ワークシー ト 「人にやさしいシート」

む 人にやさしいか考える 動 から、自分の学習課題がどのように

(ワークシー ト 「人にやさしいシ 人にやさしいのか、意味を理解して
一 ト」の活用) いるか把握 する

5 ・思う、感 じる ・疑問をもつ ・ワークシー トに書く振 り返 りの記述

・「人にやさしい」ということ ○新しい考えを生み出す活動 から、自分の学習状況を自iヨ評価し

についての考えを広げる (ウェビングマップ的手法の活 ているかを把握する

用)

(ワークシー ト 「ひらめきシー

ト」の活用)

・ひらめく

・分からないことを聞いたり撮 C牒 題について考えを深める活 ・調べ学習をしている様子から、調べ

追 影したりして学習課題を調べ 動 たいことを解決しているカ＼ また、

究
る

・調べたことを基に様々な観点

(ワークシートF考 えるシー ト」

の活用)

学習の意味を押さえて調べているか

を把握する
す から学習課題について考え、 ・言いかえる ・たとえる ・ワークシートF考 えるシート」から、

る 広げ深める ・翌理 分類する ・比絞する 子どもが学習課題についてどの程度
・自分の調べたことを新聞など ・思う、感じる ・仮定する 考えを深めているかを把屋する

14
にまとめる ・疑問をもつ ・逆にして考える

・思いこみに気付く

・自分が調べたことを紹介する ○自己評価力が育づ活動 ・自分の学習闘題を紹介している様子

(ワークシー トの活用) から、「どのように人にやさしいの

・意味を押さえる か」という学習の億味を挿さえてい

るかを把渥する

広
・自分の願う「人にやさしい町コ C新 しい考えを生み出す活動

・紹介を聞も皿 嘱 想か

げ をまとめる 鋤 舌用) ら、学習の窟味を押さえているかを

る 体時=ゴシック体で姻 ・思う、感じる ・ひらめく 把國 「る

・新聞などを読み合い、感想を ・具体的、抽象的にずる
・図に自分の願いを記入する様子や願

4 書き合う

・振り返りカー ドで自分の学習

・全体を見る ・上徽 する

○自己評価力が育つ活動

いの内容から子ど__.,.

把屋する

を振り返る (振り返りカー ドの活用)
・振り返りカードから、追究する段階

で高まった、子どもの1課 題につい
・メタ認知の4観 点を押さえる

て考える力」がどの程度高まったか

把握する
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(5)実 践例 自分の願 う 「人にや さしい町」 を書 く。

前時までに、子 どもは学習課題 についての新聞を書 いた り撮影 した ビデオ映像 を紹介 した り

して、他 の子 どもの調べた学習課題が どのように人 にや さしいか を考えている。

本実践 では、課題 について考 える力を育 てる活動 として、新 しい考えを生み出す活動 を設定

し、多重 円図法 を取 り入れた。子 どもが学習課題につ いて調べて分かった ことと、それ らか ら

思 った ことや感 じた こと(自 分 の願 い)を 書 く。子 どもが これ らの記述を読む ことで、子 ども

の 「人 にや さ しい町の実現のために、こうした らよいので は。」という新 しい願 いが生み出され

ることが期待で きる。教師は、子 どもが新 しい願いをひ らめ くことができるように、発 問や助

言 を計画することが必要である。

主要な発問後、新 しい自分の願 いを考え、記入する。
課題 につ いて の考 え方

「ひ らめ く」 「具体 的、抽 象的 にす る」

「人にやさしいこんな町にしたい」という新しい自分の願い

上記 のよ うな発問を行 い、本時 にす るべき ことをはっき りさせ た。

なかなか書 けない子 どもか らは、発 問の意味 をまだ十分に理解 していない様子が受 け取れる。

全体 を読んだ り、「や さ しくされた らどんな気持ちが したか」とい う今 までの学習 を振 り返 った

りして、 自分 な りの願 いが もてるような助言 をした。

一方、 自分 の調べた ことを深 めるような願 いを書いた り、い くつか の調べた ことを合わせて

自分 の願 いを書 いた りしている子 どももいる。そ こで、す ぐに書き方 を教えるのではな く、②

の 「情報交換」 の活動で、子 ども同士学び合いができるように配慮 した。

② 書 き方や書 く内容につ いて、情報交換 をする。 課題にっいての考え方「全体を見る」

自分の グルー プ以外 の図 を見 て、どのよ うに書 いた らよいのか、 自分な りに考 えることがで

きるように、「図全体 を見て、書 いてあ ることを読んでみ よう」という助言 を行った。多 くの子

どもは他のグループの書 き方や 書いて いる内容 を読 む ことができた。

③ 自分の願 いを書 いている子 どもの考 え方 を共有す る。 課題についての考え方 「ひらめく」

情報交換後は、「新 しい 自分の願 いを考 える」とは どういうことか、子 どもの考 えを共有す る

必要が ある。実地調査 の際の写 真(横 断歩 道を渡る人の写真 ・車いすでバスのスロープを上 る

体験の写真)を 示 し、「例えば、この二 つが合わさった場面 を想像 してみ よう。」と例 を挙げた。

す ると、 「車椅子で横 断歩道 を渡る場面。」 という意見が 出た(つ な げる)。 そ して、「この こ

とをどう思 うか。」と問うと、「危 ないか ら、安全 に渡れ るようにした方がよい。」という意見が

出た(新 しい願いを考 える)。

これ らの ことを、「学習 したこと ・知っていることをつな げて、新 しい願 いを考 えるというこ

とは、rひ らめ く』 といい、学習 した ことを生かす一つの考 え方です。」 と、課題 についての考

え方の一つで ある ことを示 した。そ して、 このような考 え方のできた子 どもが、自分の考 えた

新 しい願 いを発表 した。
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④ 考 え方を共有 した後、再度図へ新 しい 自分の願 いを記入す る。

コγご二ゆ

木 地 しば 渉 帆

豪 し。、帰 る'な.捉・サ

な・'時脳 臥 翻
して仇 軌

鳳
鍛

砺 廃

謎な

点魅 茄 ル州レ餐じ

乙つ鏡 な"碓 い}.

蹴

課 題 につ いて の考 え方 「ひ らめ

く」 「全体 を見 るj「 比較す る」

「具体 的、抽 象的 にする」

「新 しい願い」の考 え方 ・書き方 を

共有 した ところで、再び図へ記入す

る ことを指示す る。グルー プ内で話

し合 う子 ども、 もう一度他のグルー

プに行 って書き方 ・考 え方 を学 ぼう

とする子 どもな ど、意欲的 に考えよ

うとす る姿が多 く見 られ る。左の写

真は、い くつかの調べた ことをもと

に、新 しい 自分の願いを考え表現 し

た例である(○ 部分)。この子どもは、

その ほかに もい くつか願 いを書 くこ

とができている。

⑤ 本時 の学習を振 り返 る。

多 くの子 どもは 「自分の願いを考 えることができた。」と振 り返 って いる。新 しい自分 の願 い

をもつのに、子 どもは、自分や他 の子 どもの調べた ことや思 った こと ・感 じた ことを読み、そ

れ らをつ なげ、新 しい 自分の願 いをもつ ことがで きた と考 えられる。

〈 考ii察 〉

○ 「課題 についての考え方」 を生かす、発 問と助言 の工夫

本実践 では、 「ひ らめ く(一 見関係な さそ うな二つ以上の事例が、頭の 中でつなが る)」

とい う考え方に重点を置いた。「今 までに調べた ことをもとに して、新 しい 自分 の願いを考

えよ う。」 と、具体例 を挙げて 「ひ らめ く」 とい う考え方 を共有する ことによ り、子 どもは

自分の願い を考 えようとしている。 このように、「課題 について の考え方」 を促す発問や助

言の工夫 によ り、子 どもはよ り具体的 に課題につ いて考 えることができる。

○ 多重円図法 の有効性

本実践の多重円図法は、自分が考 えた ことを全て 自由に書 くことができる。この手法 は、

全体 を見て様 々な考 えに触れてか ら、それ らをつな げた り深めた りして新 しい自分の願い

を考 えるとき に有効 である。

○ 学 んだ ことを生かす力 を育 てる指導の工夫

①② の実践では、子 どもは今 まで に調べた こと(知 識 ・技能)を 思 い出 し、今 までに身

に付 けて いた考 え方(課 題 につ いての考 え方)を 発揮 して、「新 しい自分の願 いを書 く」 と

い う課題 に取 り組んでいた。①② によ り、学んだ ことを生かす姿が徐 々に見 られ るよ うに

なってきた。

○ 多重 円図法 の有効性 を更 に高めるための指導 の工夫

自分 が調べた ことを図に記入 した ら、 グルー プで音読す ると、全員で調べた ことを共有

できる。そ うす ることで、「自分や友達の調べた ことをもとに して新 しい自分の願 いを考え

る」 ということが さらに上手 にできると考え られ る。
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N研 究の成果 と今後 の課題

子 どもが学んだことを有効に生かすために、思考がよりよく働く支援の工夫に重点をおき、

本研究を進めてきた。以下、研究の成果と今後の課題について述べる。

1研 究の成果

(1)視 点1「 課題について考 える力を育てる支援」

・KJ法 的手法や多重円図法 を活動 に入れ 、自分たちが調べた ことや考えな どを、一つの紙

面 に書き表す ことで、自分の考え と友達 の考えを比較 した り、共有 した りする ことができ

た。そ して、課題 について様々な角度か ら見た り、考 えた りする ことで、イ メー ジが広が

った。

・子 どもがrも のの見方 ・考 え方 』を意識するように支援 の工夫 を行 ったことによ り、自分

の新たな考えや よ り高次な考 えを生みだす ことへ とつなが った。その結果、課題 につ いて、

よ り深 く考え、根拠 を明 らか に して発表する姿 も見 られる ようになった。

・悩 んで いる子 どもに対 し、計画的 に教師が思考 を促す助言 をす ることによ り、段階 に応 じ

た的確な支援がで きるよ うにな った。その結果、個 に応 じた指導 も充実 してきた。

・学習指導計画 の中に、その時間 に生かす ことのできる 「学んだ こと」を明確 にしてお くこ

とによ り、教師 自身が生かせ る内容 を把握でき、子 どもへ の指導助言 に役立った。

(2)視 点2「 メタ認知 を意識 して、 自己評価 力を育 てる支援」

・学習 日記などで、「意味」「確認」 「点検J「 見通 し」のメタ認知 の4観 点 を意識 させた 自己

評価 を継続 して行 うことによ り、学習の見通 しを もった り、自分 自身を見つ め、よ り良い

方 向へ改善 しようとした りす る姿勢が見 られ るようにな って きた。

・学 習 日記などに、教師が メタ認知を意識 させるようなコメン トを入れる ことは、個 に応 じ

た的確な支援 となった。次第 に、教師か ら助言 を受けな くて も、自主的にメタ認知の4観

点で 自分 自身を振 り返 ることができるようになってきた。

上記のよ うな成果か ら、総 合的な学 習の時間で、意 図的に、「考 え方」や 「考えるための

手法」を取 り入れた ことで、「ウェ ビングマップで考 えればイ メージが広がると思 うよ。」「r具

体的 に ・もしも』で考 えれ ばいい。」 「みんなの考 えを多重 円に して書き出そ う。」な ど、子

どもが 自ら、「考え方や手法」を活用す る姿がみ られた。この ことか ら、徐々にではあるが、

学んだ ことを生かす力が育 ってきた と考え る。

2今 後 の課題

・rも のの見方 ・考 え方』が よ り深 まるよ うな手法(多 重円図法、KJ法 的手法な ど)の よ

りよい活用法 を構築 してい く。

・子 どもの 自己評価 力について 、具体 的 に把握する基準 を明確 にしてい く。

・更な る自己評価 力を育てるために、相互評価 を効果的 に取 り入れる工夫 をしていく。

・子 ども一人一人の自己評価 力を高め ることが、子 ども同士の相互評価力の向上 につながる

ような指導の工夫 をしてい く。
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